

























































































































































































































































































































































































































































































合は、Les OEuvres completes de Georges Bataille, I-XII, Gallimard, 19₇0-19₈₈ による。
巻数とページの指示は、OC I, p.1 のように行う。『エロティシズム』についての本
論文での参照先の指示は、基本的には酒井健訳、ちくま学芸文庫、200₄年、による。
₄₈ページ、OC X, p.₃₄.
（ ₃） 『エロティシズム』、₄9ページ、OC X, p.₃₅.
（ ₄） 『エロティシズム』、11₃ページ、OC X, p.₇₃.また『至高性』では〈エロティスム
は、こうした場合のある個別の様相に過ぎない。しかしそれは試金石なのだ〉とも言
う。湯浅博雄・中地義和・酒井健訳、人文書院、1990年、₃09ページ、OC VIII, p.₄₃₆.
（ ₅） 『ラスコーの壁画』、出口裕弘訳、二見書房、19₇₅年、₆1ページ、OC IX, p.2₈.




































































（1₃） 『純然たる幸福』、2₆₃ページ、OC XII, p.₃₆₅.
（1₄） 『純然たる幸福』、2₆₃ページ、OC XII, p.₃₆₅.






（1₈） 『文学と悪』、山本功訳、ちくま学芸文庫、199₈年、2₄9ページ、OC IX, p.2₇9. 
かっこ内はカルージュからの引用。Michel Carrouges, Franz Kafka, éd. Labergerie, 
19₄9, p.2₆.
